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 令和８年６月２日 

   北九州市産業経済局 

報道機関各位  

経済産業省では、中堅・中小企業等における ＤＸ（デジタルトランスフォーメー

ション）の優良事例をモデルケースとして選定し、各地域や業種内での横展開を図

ることで、ＤＸの取組を一層活性化させることを目的として、２０２２年より「Ｄ

Ｘセレクション」を実施しています。  

このたび、令和８年５月に開催された「ＤＸセレクション２０２６」において、

市内企業であるプーラビダ株式会社がグランプリを受賞されましたのでお知らせい

たします。 

市内企業の受賞は、制度創設以来５年連続となる快挙であり、最高賞である「グ

ランプリ」の受賞は今回が初めてとなります。 

なお、プーラビダ株式会社は、北九州市独自のＤＸ表彰制度である「令和７年度

北九州ＤＸ大賞」を受賞しています。 

ぜひ、周知にご協力いただきますようお願い申し上げます。 

１ ＤＸセレクション２０２６について 

応募対象：ＤＸに取り組み、成果をあげている日本全国の中堅・中小企業等 

募集期間：令和７年１２月１日～令和７年１２月２２日 

審   査：【１次選考】ＤＸ認定・有識者によるスクリーニング審査 

【２次選考】有識者委員による選考 

【最終選考】プレゼンテーション審査 

  受賞企業：グランプリ １社、準グランプリ ２社、優良事例 ８社 

２ 受賞内容 （詳細は、別紙１「企業概要・取組概要」のとおり） 

企業名  取組概要  

【グランプリ】  

プーラビダ㈱  

（訪問看護事業）  

高コストな既存システムを廃止しＧｏｏｇｌｅ Ｗｏｒｋｓｐａｃｅ

有料版とＡＩへ移行。全従業員にｉＰａｄを貸与し、ポータルサイ

ト「ほぽたくん」上の「デジタル手順書」で現場ＤＸを実現。「手当

付きＤＸサークル」や「感謝アプリ」による組織ＤＸも推進しＡＩ

コーチング開発に着手。 

 

写真：経済産業省での 

 表彰式の様子  

  

 

北九州市から５年連続選定 初グランプリ 



■北九州市のＤＸ施策  

ＤＸの気づきから、専門家によるアドバイスや診断、人材育成、実践時の補助金

制度など、切れ目のない伴走支援体制を構築することで、北九州市からＤＸ実践企

業を多く生み出し、市内企業の生産性向上および新たな価値創出を実現していきま

す。  

なお、本取組は地域課題の解決や住民の暮らしの利便性と豊かさの向上、地域の

産業振興につながる自治体のデジタル技術を活用した取組を表彰する「夏の Digi田

甲子園」において、内閣総理大臣賞・優勝を受賞するなど、評価を頂いているとこ

ろです。これまでＤＸセレクションを受賞してきた企業の多くも本施策を活用され

ています。  

 

■参考ＵＲＬ  

ＤＸセレクションについて（経済産業省）  

https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/investment/dx-selection/dx-selection.html  

プーラビダ株式会社 

https://www.houmon-puravida.jp/ 

 

北九州市ロボット・ＤＸ推進センター   

（北九州学術研究都市内）   
北九州市ＤＸ推進プラットフォーム   

【問い合わせ先】 

（ＤＸセレクション選定に関すること、中小企業の生産性向上に関すること） 

産業経済局中小企業振興課 片山（課長）、竹本（係長） 

 ＴＥＬ：０９３－８７３－１４３３ 

（取組の内容に関すること） 

 プーラビダ株式会社 代表取締役 浦濱 広太朗 

 ＴＥＬ：０９３－６１６－０９０７ 

 

https://www.houmon-puravida.jp/


企業概要 

 設 立：2013年   代表者：浦濱 広太朗 

 資本金：50万円   従業員：28名 

 

主な事業概要 

 訪問看護事業 

 

企業理念 

 「プーラビダメンバーを含めた、すべての方に 100%の生き方を」 

 

 

 

 

  

【DXによって実現したい経営ビジョン・ビジネススタイル】 

  代表者の志「医療・介護従事者が幸せになり、適正な利益を得て、地域に 

 貢献する」の実現を目指す。約 2 年前の経営危機（離職率 83.3%、営業赤字）

を機に、DXによる「生産性向上」と「働きがい改革」を両輪で推進するモデ 

 ルへと変革。確立したノウハウは FC（フランチャイズ）展開し、競合にも公 

 開。 

 【デジタル技術を活用した具体的内容】 

  高コストな既存システムを廃止し、Google Workspace有料版とAIへ移行。 

 全従業員に iPadを貸与し、ポータルサイト「ほぽたくん」上の「デジタル手

順書」で現場 DXを実現。「手当付き DXサークル」や「感謝アプリ」による組

織 DXも推進し、AIコーチング開発に着手。 

 【成果】 

 ○営業利益が約 1,500万円の赤字から約 1,400万円の黒字へと V字回復。 

 ○離職率も 83.3%から（業界平均 16%）7.7%へと劇的に改善。 

 ○生産性も 1.5倍（訪問 4件→6件）に向上し、封筒印刷（4時間→10分）な

ど業務改善も徹底。 

取組概要 

別紙１ 


